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1．はじめに
仁愛女子短期大学では、2015年度までPC演
習室４教室（WindowsデスクトップPC約50台
の 2教室、WindowsノートPC約50台の 2教
室）、CG演習室（MacデスクトップPC約50台）、
e-Learning室（自習専用PC室）を活用して、情
報教育に取り組んできた。しかし、仁愛大学への
定員移行やアクティブラーニング環境の整備のた
め、この数年でPC演習室の環境は大きく様変わ
りしている。
2013年度には、WindowsノートPC演習室の 1
つをアクティブラーニング室（図 1 ）へ変更し
た。2016年度からは、もう 1つのWindowsノー
トPC演習室とe-Learning室を再編し、自習専用
のラーニングコモンズを設置する。この再編に
より、授業で使用できるWindowsのPC演習室が
1つ減少するため、2014年度末にWindowsタブ
レットを導入することにした。
2．Windowsタブレットの必携化
先述したWindowsタブレット及び無線LAN環
境の整備には、平成26年度私立大学等教育研究活
性化設備整備費助成金を活用した。本補助事業
の目的は、学修成果アセスメントシステムを効果
的に運用するため、PCを最も使用する生活科学
学科生活情報専攻（以下、本専攻と記す）の学生
全員に一人一台のタブレットを 2年間無償で貸
与し、学内で無線LANを用いたインターネット
接続や学内サーバの利用ができる環境を構築する
ことである。また、他学科・他専攻の学生のため
に、 1つの一般教室に共用のタブレット50台が
入った移動式ラックを備え、授業時にタブレット
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図1．アクティブラーニング室
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を活用できる環境を整備した。タブレットの貸与
によって、自宅や大学の空き教室にて、授業や資
格取得のための学習が可能となるだけでなく、学
習のエビデンスを蓄積したり、学習成果を振り
返ったりするためにも効果的である。さらに、本
専攻の情報系科目に関しては、教科書を電子化
（電子教科書）し、タブレットで閲覧可能にする
ことにより、予習等のログが分析可能となる。教
学IRのデータにも活用でき、学生支援の参考と
なる。
本専攻においてWindowsタブレット貸与プロ
ジェクトを実施した理由は下記の 3点が挙げられ
る。この 3点により、タブレットはLenovo社の
ThinkPad10（OSはWindows8.1）を導入した。
（1）一人一台タブレットを持つ意味
授業中の制作物や活動をカメラやムービー
に撮影し、学びを振り返ることができる。ま
た、PC演習室以外でも、インターネット検索や
e-Learning（LMSやeポートフォリオ等）を用い
た授業を受講できる。その他、アクティブラーニ
ング等、新しい形式の学習に活用される。
（2）タブレットがWindowsの意味
附属のキーボード上にタブレットを置くこと
により、Microsoft…Office（Word、PowerPoint、
Excel、Access）が使え、授業の課題にも取り組
める。USBメモリも差し込めるため、授業で使用
するタイピングソフトの練習も可能である。この
ように自宅や大学の空き教室にて、授業や資格の
学習ができる。
（3）電子教科書化される意味
本専攻の情報系科目の教科書が電子化されるた
め、タブレット 1台で数冊分の役目を果たす。
2015年度 1回生の場合、前期 7冊、後期 7冊が
電子化された。京セラ丸善システムインテグ
レーション株式会社の電子書籍ソリューション
「BookLooper」を用いているが、全文検索機能、
メモやマーカーといった学修機能を持ち、電子書
籍コンテンツをダウンロードしてオフラインで活
用できるクラウドサービスである。 1ライセン
スにて 2つの端末で利用可能であり、iOS端末・
Android端末・Windowsストアアプリ（本学が対
応依頼）・ブラウザ等に対応しているため、本学
ではWindowsタブレットにストアアプリをイン
ストールし、もう 1つはタブレットを持ち忘れた
際のためブラウザで閲覧することとした。
電子教科書の場合、閲覧時間等の学習履歴
データを分析することが可能である。学習履歴
をLearning…Analytics（学習分析）することによ
り、「学生が学習内容を理解していない原因が予
習していないだけなのか」等を教員が知ることが
できる。将来的には、学習コミュニティ内で学生
が下線を共有する等、ソーシャルアノテーション
機能を追加し、学習効果を高めたいと考えている。
3．学習成果アセスメントシステムの設計
本専攻は「学修成果アセスメントシステムの構
築―ルーブリック、eポートフォリオ、客観テス
トの連携―」というプロジェクトで平成26年度～
平成27年度の学長裁量経費を受け、学習成果アセ
スメントシステムの設計を行った。
教育の質を保証するため、日本の大学において
も学習成果の評価が必須となっている。学習評価
としては、直接評価か間接評価かという縦軸、量
的データか質的データかという横軸の 2軸で分類
すると、以下の 4つのタイプに分けられる（松
下2012）。①量的データの直接評価である客観テ
スト（標準テスト）、②質的データの直接評価で
あるパフォーマンス評価（ポートフォリオ評価）、
③量的データの間接評価である学生調査、④質的
データの間接評価であるリフレクションシート
（ミニッツペーパー）。学位授与の保証としては、
図2．学習評価の分類（生活情報専攻）
????? ?????
学生調査
●ＦレックスIR等
リフレクション
シート等
間接評価
直接評価
●客観テスト：
　PROG
●学習成果の到達度
　シート
●GPA
パフォーマンス評価
●エビデンス＝
　eポートフォリオ
　＋タブレット
●ものさし＝
　ルーブリック
14
平成27年度 第48号仁愛女子短期大学研究紀要
これら 4タイプを連携することで学習成果を評価
することがもとめられる。
就職する業種・職種や学習内容が幅広いため、
学習成果にもとづく客観テストを学内で最も作成
しにくい本専攻において、理想的な学習成果アセ
スメントシステムを模索することにより、学内
全体で実現可能な評価体系を構築する。具体的な
目的は、本専攻教育課程の学習成果をルーブリッ
クで規定し、これを以下のとおり実現可能な 4
つの方法を連携して評価することである（図2）。…
①本専攻の学習成果と関連付けしやすいジェネ
リックスキルの客観テストであるPROGテスト
（河合塾及びリアセック）を入学時、 1年終了時、
2年終了時の 3回受験することにより、セメス
ターごとの学習成果を評価する。また、科目の成
績による学習成果の到達度シートを学生へフィー
ドバックする（平塚2014）。②eポートフォリオ
（Mahara）においてルーブリックを明示し、その
エビデンスとして各科目の学習成果物を学生個人
がセレクトし紐づけした上で自己評価させる（田
中2015）。③Fレックス学生意識調査等、教学IR
の分析結果を適用する（徳野2014）。④各科目の
各回終了前にリフレクションシートを記述させ、
学びを振り返らせる（田中2015）。
本専攻のディプロマポリシ （ー学習成果）およ
びその評価が明確になることにより、学生個人に
よるスモールステップでの目標設定が可能とな
る。そのため、達成感が得られることにより自己
効力感が高まり、学習へのモチベーションが向上
する。
本専攻の学習成果および評価が明確になること
により、教員の授業目的・方法・評価の共通理解
が得られ、体系的な教育課程が構築できる。ま
た、教育課程全体のルーブリックを示すことによ
り、入口である高校および出口である企業に対し
て、本専攻の学びへの理解が深まり、進学及び就
職のミスマッチを減少できる。
タブレットは、学習成果アセスメントシステム
へのエビデンス収集用メディアとして活用して…
いる。
4．Windowsタブレットを用いた授業設計
本専攻にてWindowsタブレットを活用してい
る授業の設計例をいくつか紹介する。
4．1．学科共通科目「衣生活論」
本授業は、生活科学学科の学科共通科目であ
り、本専攻では必修科目（ 1年前期、講義 2単
位）としている。授業の目的は、「洋服をきちん
と着こなすための力を身につけること」である。
知識領域の到達目標は、「ファッションについて
のビジネス基礎知識やTPOに合わせたコーディ
ネートを理解している」ことである。技能領域の
到達目標は、「本授業で学んだことを普段のコー
ディネートに活かすことができる」ことである。
態度領域の到達目標は、「ビジネスと社会の現状
を理解しながら、これからの衣生活のあり方を考
えられる」ことである。
本授業では、TPOに合わせたコーディネート
を実際に学ぶため、タブレットを活用している。
具体的な流れは下記のとおりである。学生が持っ
ている洋服を自分なりに着こなし、全身像をタブ
レットで写真撮影して、担当教員へメールでファ
イルを送る。その後、学生はカラー印刷したコー
ディネート写真を切り取り、 2軸のマトリックス
上に貼り付け、ポジショニングマップを作成する
（図3）。軸の例としては、フォーマルとカジュア
図3．コーディネートのポジショニングマップ例
シンプル
個性的
子どもっぽい大人っぽい
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ル、シンプルと個性的、大人っぽいと子どもっぽ
い、等。この作業によりTPOと洋服の関係性が
可視化され、コーディネートへの理解を深められ
たのだが、学習への動機付けにも繋がったようで
ある。
4．2．専攻専門科目「マルチメディア演習Ⅱ」
本授業は、本専攻の選択科目（ 1年前期、演習
1単位）であり、授業の目的は「画像・サウン
ド・動画などのマルチメディアコンテンツを利用
し、映像作品を制作する技術を身につけること」
である。15回の授業内容は下記のとおりである。
①……授業概要とサウンドデータの編集方法
②……サウンドデータの編集
③……ビデオカメラの利用方法
④……コマ撮りアニメの作成方法
⑤……コマ撮りアニメの作成課題
⑥……ノンリニア編集
⑦……ノンリニア編集課題
⑧……映像作品のテーマ決定および絵コンテ作成
⑨……映像作品作成の準備
⑩……映像作品の撮影（ 1）
⑪……映像作品の撮影（ 2）
⑫……映像作品編集（１）
⑬……映像作品編集（２）
⑭……映像作品の発表と相互評価
⑮……映像作品の修正
本授業では手軽な動画の１つとして、コマ
撮りアニメーションを制作している。その際、
Windowsタブレットのアプリ「Stop…Motion…
Studio」を使用している。最終課題の映像作品
（2015年度は鯖江市のCM）にコマ撮りアニメー
ションを組み合わせる学生も多い。
4．3．専攻専門科目「生活情報論」
本授業は、本専攻の必修科目（１年前期、講義
２単位）であり、授業の目的は「問題解決能力を
身につけること」である。知識領域の到達目標①
は「問題解決の手法について説明できる。」技能
領域の到達目標②は「自ら課題を見つけ、多面的
かつ筋道を立てて考えることができる。」技能領
域の到達目標③は「他者の声に耳を傾け、自分の
考えを自分の表現（口頭、文章等）で伝えること
ができる。」態度領域の到達目標④は、「自分の行
動変容について省察できる。」
学習支援システムは、授業ポータルサイトと
してオープンソースのLMS（学習管理システム）
Moodle、学習成果の蓄積・共有・リフレクショ
ンの場としてオープンソースのeポートフォリオ
Maharaを活用している。これら 2つのシステム
は、Moodleネットワークを使い、シングルサイ
ンオンで利用している。本授業では、振り返り
シート 1枚とグループワーク用ワークシート 9
枚、計10枚のMaharaページを使用している。振
り返りシートは 2列のレイアウトで、左列に振り
返りノート（授業の最後に行動や考えの変化等を
毎回記述）、右列に課題ノート（教科書の演習問
題を解答）を配置している。ワークシートは、グ
ループワークを構造化し、個人作業・グループ作
業・クラス発表という 3つの次元での思考や活動
を支援するような質問と回答欄から成る。
テーマ（情報収集力・情報分析力・課題発見
力・構想力・表現力・実行力等）ごとに教科書
の演習を解く回とグループワークを行う回の 2
回を 1セットとして授業を進めている。 5名ご
とのグループで授業を進めており、 1クラスは
8グループから成る。演習の回ではMaharaの課
題ノートに解答を記述し、グループワークの回で
はMaharaのワークシートを入力しながら活動を…
行う。
本授業では、講義編と演習編という 2冊の電
子教科書を使用している。アクティブラーニ
ング室（図1）にて、Windowsタブレット上の
BookLooperを用いて電子教科書を閲覧し、ノー
トパソコンを用いてMaharaに自分の考えやグ
ループで議論したことを入力する形式で授業を進
めている。また、グループ内にて他己紹介等のプ
レゼンテーションをする場合は、自分のタブレッ
トで友人に動画を撮影してもらい、後から自分の
発表を振り返ることにしている（図4）。
知識の統合をねらいとして、「 1年前期で学ん
だこと」というテーマでMahara上に新規ページ
を作成する期末課題を課した。自己評価というタ
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イトルのテキストブロックを一番上に挿入し、学
んだこと（学習成果）を記述する。その主張のエ
ビデンス（根拠）として、いくつかの授業や資格
対策講座等の成果物をブロックで挿入する。つま
り、この課題は、Mahara等に収集した学習成果
物をセレクションして作る、 1年前期のショー
ケースポートフォリオである。
多くの学生がエビデンスとして示した成果物の
一つを紹介する。専攻選択科目「キャリアプラン
ニング」にて、「 5年後の自分への手紙」として、
自分を振り返り、自分語りをした動画「デジタル
ストーリーテリング」である。制作過程として
は、ピアメンタリングを行い、お互いに幼児から
今日までを振り返り、Maharaのワークシート上
に簡略版の自分史を書き出した上、ナレーション
原稿を作成する。次に、Windowsタブレット上
のムービーメーカーを用いて、ナレーションの録
音、静止画や動画の編集を行い、デジタルストー
リーテリングを制作する。完成した動画はファイ
ル自体をクラウド上にアップロードし、Mahara
のページに埋め込み、受講生間で共有した。
5．貸与タブレットに関するアンケート調査
2016年 2 月12日に本専攻 1回生57名に対して、
貸与しているWindowsタブレットに関するアン
ケート調査を実施した。調査結果は、下記のとお
りである。
（1）どのくらいの頻度で大学にタブレットを
　　 持参していますか？
図5のとおり、56%の学生がほぼ毎日、16%
の学生が 2日に 1度は大学へタブレットを持
参している。ただし、19%の学生がほぼ持参
しないと回答している。
（2）授業（課題含む）でタブレットを活用しま
　　したか?
図6のとおり、82.5%の学生が活用してい
る。ただし、 7 %の学生がほとんど活用して
いないと回答している。
（3）自宅でタブレットを使用していますか?
図7のとおり、65%の学生が使用している。
ただし、19%の学生がほとんど使用していない。
図5～図7によると、大学へほぼ持参しない学
生、授業で活用していない学生、自宅でほとんど
使用していない学生は、いずれも約20%である。
図4．発表をタブレットで撮影する様子
図5．大学への持参の頻度
ほぼ毎日  1週間に3回程度
1週間に2回程度 1週間に1回程度
ほぼ持ってこない
56％
16％
5％
4％
19％
図6．授業での活用
かなり活用している  
どちらかといえば、活用している
どちらかといえば、活用していない
ほとんど活用していない
35.1％
47.4％
10.5％
7.0％
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そのため、（ 1）と（ 3）、（ 2）と（ 3）の相関を
調べた結果が、それぞれ図8、図9である。図8
の横軸は「大学への持参頻度」を示し、「ほぼ毎
日」を 5、「 1週間に 3回程度」を 4、「 1週間に
2回程度」を 3、「 1週間に 1回程度」を 2、「ほ
ぼ持ってこない」を 1でプロットしている。図8
の縦軸は「自宅での使用」を示し、「かなり使用
している」を 4、「どちらかといえば、使用して
いる」を 3、「どちらかといえば、使用していな
い」を 2、「ほとんど使用していない」を 1でプ
ロットしている。寄与率R2=0.28であり、相関が
ある。
図9の横軸は「授業での活用」を示し、「かな
り活用している」を 4、「どちらかといえば、活
用している」を 3、「どちらかといえば、活用し
ていない」を 2、「ほとんど活用していない」を
1でプロットしている。図9の縦軸は図8と同様
である。寄与率R2=0.37であり、大学持参以上に
相関がある。
（4）どのような目的でタブレットを使用して
　　いますか?
回答は図10のとおりである。最も多い使用目
的は「MOS（Microsoft…Office…Specialist）資格試
験の勉強」で84.2%の学生が使用した。 2番目に
多い目的は「電子教科書の閲覧」で75.4%、次に
図7．自宅での使用
かなり使用している  
どちらかといえば、使用している
どちらかといえば、使用していない
ほとんど使用していない
16％
19％
47％
18％
図8．大学持参と自宅使用の相関
図9．授業活用と自宅使用の相関
図10．使用目的（複数回答可）
文書作成
インターネット閲覧
動画撮影
写真撮影
Microsoft Accessの
練習
MOSの勉強
タイピング練習
（TypeQuick）
電子教科書の閲覧
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「インターネット閲覧」の68.4%、「文書作成」の
56.1%と続く。「MOSの勉強」が 1番になった理
由としては、タブレットでMOSの模擬試験がで
きること、 1年後期にAccessとExcelのMOS対策
授業がそれぞれ開講されていたこと、自宅のPC
ではAccessが使用できない学生が多いことが挙
げられる。「電子教科書の閲覧」が75.4%に留まっ
ているのは、Webブラウザでも閲覧できるから
と推測される。
（5）タブレット無料貸与プロジェクトの良い点は
　　何ですか?
　最も多いのは、70.2%の学生が記述した
「自宅でもどこでも授業の課題ができる」点
である。次に多いのは、17.5%の学生が記述
した「電子教科書が入っているため、大学へ
の荷物が減らせる」点である。
（6）タブレット無料貸与プロジェクトの改善
　　すべき点は何ですか?
　最も多いのは、26.3%の学生が記述した
「タブレットの不具合、操作ミス等」であ
る。 2番目に多いのは、24.6%の学生が記述
した「電子教科書の不便さ（視認性の悪さ、
アノテーションの不便さ等）」である。 3番
目に多いのは、15.8%の学生が記述した「タ
ブレット（特にキーボード）が重い」点であ
る。
6．さいごに
学生へのアンケート調査を分析した結果、いく
つかの課題が見つかった。
1つめは、タブレットを活用した授業設計を実
施している教員が少ないことである。それに伴
い、授業におけるタブレット活用頻度が少ないた
め、大学への持参や自宅での使用も少なくなる。
改善策として、2016年度は学内研究会を開催し、
タブレットを活用する方法の共有及び可能性の探
求を行う予定である。また、タブレット活用によ
る学習の変容に関する分析も重要である。
2つめは、「学生が改善すべき点」と挙げた
項目への取り組みである。まずは、本専攻・学
生部・授業担当者からの配布資料を電子化して
BookLooperの本棚に入れることや 1つめで掲げ
た授業設計の見直し等を通して、学生がタブレッ
ト及び電子教科書の操作に慣れるように環境を作
ることである。2016年度からは学内の無線LAN
環境も広がるため、インターネットに関する不具
合は減少すると考えている。
3つめは、2015年度末に修正したディプロマ・
ポリシ （ー学習成果）を反映した教育課程のルー
ブリックを作成し、2016年度前期の途中からでも
Maharaのルーブリックプラグインを用いた、エ
ビデンスベースの自己評価を試行することであ
る。 3章で述べた学習成果アセスメントシステム
とタブレットとの連携は大変重要であるため、運
営と共にPDCAサイクルを実践して、改善を継続
することが必要である。
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